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12 月・１月会議
新年の挨拶（南大隅町議会 議長）

先進地に学ぶ！（総務民生常任委員会・教育産業常任委員会）

補正予算・一般質問

新
し
い
年
が

素
晴
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に



　
新
し
い
年
を
迎
え
、
早
い
も
の
で
一
ケ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
町
政
及
び
町
議
会
に
対
し
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
南
大
隅
町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
通
年
議

会
や
議
会
報
告
会
の
実
施
な
ど
、
町
民
に
身

近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
十
名
と
い

う
少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
良
く
日
々
多
く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
昨
今
、
世
の
中
の
情
勢
は
、
国
内
外
を
問

わ
ず
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
国
内
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
人
口
減

少
に
よ
る
少
子
高
齢
化
や
労
働
人
口
不
足
な

ど
、
大
都
市
圏
を
除
く
地
方
で
は
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
大
隅
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
減
少

に
よ
る
少
子
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
解
消

等
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
地
方
創
生
に
お

け
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

を
地
域
活
性
化
の
重
点
施
策
と
し
て
、
定
住

促
進
と
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
事
業
を

積
極
的
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
産
業

の
振
興
や
、
佐
多
岬
・
雄
川
の
滝
の
再
開
発

に
伴
う
観
光
産
業
の
振
興
と
併
せ
て
、
住
民

福
祉
の
向
上
・
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
議
員
一
同
全
力
で
取
り
組
む
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
南
大
隅
町

議
会
に
対
し
変
わ
ら
ぬ
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
年
初

め
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

～ 

南
大
隅
創
生
　
飛
躍
の
年
に 

～

南
大
隅
町
議
会

議
長　

大
　
村
　
明
　
雄

佐多岬灯台付近からの初日の出
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補正予算総額５４８，２５１，０００円を可決
　「北緯 31度線モニュメント整備事業」・「南大隅高等学校寮整備事業」等、一般会計 512,127,000 円

及び「郡診療所電子カルテシステム導入事業」等、特別会計 36,124,000 円を可決しました。

３２９千円
（上記は9カ所 2か月分のリース料）

４１，２９１千円

　犯罪のない安心安全なまちづくりを推進する
ために、町内 9カ所に防犯カメラを設置します。

　南大隅高等学校存続に向けて、町内外からの就学者の寮として「ねじめ荘」（建物のみ）
を購入後、生徒部屋６室・管理人室・静養室・食堂・キッチン・大浴場・トイレ等を改修
整備するものです。

【事業内容】
・南大隅高等学校寮整備工事請負費	 ・備品購入費
・消耗品費	 ・光熱水費
・ねじめ荘購入費	（建物のみ）	 ・移転補償費
・土地借り上げ料

１８，３２４千円

佐多岬の再整備に併せて
新たなモニュメントを整備します。

防犯対策整備事業 北緯31度線	モニュメント整備事業

南大隅高等学校寮整備事業
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平成 26年度　決算を認定！

一目でわかる審議結果　12・１月会議

議案 22 号 鹿児島県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び同組合規約の一部変更について議決を求める件 可決
議案 23 号 町道の路線廃止及び認定について議決を求める件 可決
議案 24 号 南大隅町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案 25 号 南大隅町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案 26 号 南大隅町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案 27 号 南大隅町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案 28 号 南大隅町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定の件 可決
議案 29 号 南大隅町国民健康保険税条例及び南大隅町介護保険条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案 30 号 南大隅町税条例等の一部を改正する条例制定の件 可決
議案 31 号 平成 27 年度南大隅町一般会計補正予算（第９号）について 可決
議案 32 号 平成 27 年度南大隅町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について 可決
議案 33 号 平成 27 年度南大隅町診療所事業特別会計補正予算（第３号）について 可決
議案 34 号 平成 27 年度南大隅町下水道事業特別会計補正予算（第３号）について 可決
議案 35 号 請負契約（27 災第 218 号道路災害復旧工事（栫南川線））の締結について議決を求める件 可決
議案 36 号 請負契約（平成 27 年度林道災害復旧事業根占中央線（１号箇所））の締結について議決を求める件 可決
議案 37 号 南大隅町立へき地出張診療所条例の一部を改正する条例制定の件 可決
議案 38 号 平成 27 年度南大隅町一般会計補正予算（第 10 号）について 可決
議案 39 号 財産の取得について議決を求める件 可決

認定  １号 平成 26 年度南大隅町一般会計歳入歳出決算について認定を求める件 認定
認定  ２号 平成 26 年度南大隅町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について認定を求める件 認定
認定  ３号 平成 26 年度南大隅町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について認定を求める件 認定
認定  ４号 平成 26 年度南大隅町診療所事業特別会計歳入歳出決算について認定を求める件 認定
認定  ５号 平成 26 年度南大隅町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計歳入歳出決算について認定を求める件 認定
認定  ６号 平成 26 年度南大隅町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計歳入歳出決算について認定を求める件 認定
認定  ７号 平成 26 年度南大隅町下水道事業特別会計歳入歳出決算について認定を求める件 認定
認定  ８号 平成 26 年度南大隅町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について認定を求める件 認定

○全会一致の議案

　平成 26年度一般会計決算の最終予算規模は、74億１,279 万７千円となりました。歳入の決
算で構成比の大きいものは、地方交付税 39億 1,561 万 8千円（構成比 52.7％）、町債 9億 110
万円（12.1％）、県支出金 7億 2,270 万 7千円（9.7％）、町税 5億 4,752 万 5千円（7.4％）で、
歳出の決算で構成比の大きいものは、総務費 18億 6,318 万 6千円（25.8％）、民生費 15億 3,667
万 5千円 (21.3％）、公債費 9億 270万 4千円（12.5％）となっています。歳入歳出の差引額は
2億 459万 5千円で、執行率 97.4％となっております。
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教育産業常任委員会による
所管事務調査報告

「鳥獣害防止対策等調査」を終えて
　1 月 14・15 日に、福岡県糸島市の「鳥獣害防止対策」の取組について所管事務調査を実施致しました。
糸島市における平成 26 年度農作物の被害額は、7 千 9百万円で、主要鳥獣であるイノシシの捕獲頭数は、
2 千 7頭とのことでした。

　捕獲対策として、猟友会 106 名から選抜された 24 名
で組織される有害鳥獣捕獲員が、農作物の作付にあわせ
年 3 期間（1 期間は 1 ケ月から 2 ケ月）の捕獲活動の
実施や 1 年間を通して、地域からの要請により捕獲に
出動する、猟友会 13 名と市職員 2 名からなる鳥獣被害
対策実施隊等が活動しています。併せて、サル対策にお
いては、3 名からなるサル捕獲調査会と年間委託契約に
より、調査や箱わなによる捕獲が実施され、平成 26 年
度には 80 頭のサルが捕獲されていました。

　独自にイノシシ 1 頭につき 2 千円の捕獲奨励金の給付や、被害防止対策として福岡県が実施する支援
事業で電気柵・金網柵の設置に際し、受益者負担が発生したときは、市から負担額の 1/3（上限 5 万円）
を補助する対策等も実施されていました。
　また、糸島市鳥獣害防止対策協議会が福岡県の支援事業を利用し、イノシシ処理加工施設を建設し、
民間により平成 24 年 8 月から運営され、平成 26 年度の処理頭数は 47 頭で 226 万 1 千円の販売実績
を上げています。市内の直売所や通信販売等を利用して販売されているとの事でしたが、生産・販売の
計画がたたない点や、市からの運営に係る補助金等がないため、苦しい運営状況にあるとの説明でした。
　以上が調査の状況ですが、当委員会としては、本町に於いても 5 鳥獣害防止対策事業が進められてい
るなか、これらの調査結果を参考に、今後も、猟友会
の協力を頂きながら、鳥獣の生育・発生状況の調査や
侵入防止策、捕獲駆除対策など被害防止の技術向上が
はかられることを、町執行部に要望いたしました。

教育産業常任委員長　　
大久保　孝司

先進地に学ぶ!!
福岡県糸島市

イノシシ処理加工施設調査
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総務民生常任委員会による所管事務調査報告

先進地に学ぶ!!
大分県佐伯市鶴見町・宮崎県日南市飫肥

　

大
分
県
佐
伯
市
鶴
見
町　

鶴
御

崎
、
九
州
最
東
端
の
岬
で
あ
る
。

　

佐
伯
市
街
地
よ
り
海
岸
線
を
１
時

間
ほ
ど
走
る
と
、
こ
ん
も
り
と
繁
る

緑
の
中
に
、
白
い
灯
台
が
姿
を
現
す
。

見
下
ろ
す
豊
後
水
道
に
は
、
多
く
の

釣
り
船
が
、
そ
の
姿
を
揺
ら
し
、
彼

方
に
は
う
っ
す
ら
と
四
国
を
望
む
事

も
で
き
る
。

　

旧
鶴
見
町
役
場
で
、
我
々
一
行
を

待
っ
て
い
た
の
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
歴
20
数
年
の 

広
津
留 
由
紀

子
さ
ん
。
彼
女
の
属
す
る
「
さ
い
き

観
光
ガ
イ
ド
協
会
」
に
は
、
他
に
２

人
の
ガ
イ
ド
が
い
る
。
鶴
御
崎
の
案

内
は
、
月
に
10
回
を
超
え
る
事
も
多

い
そ
う
で
あ
る
。
鶴
御
崎
ま
で
片
道

40
分
、
同
じ
様
な
風
景
が
続
く
海
岸

線
で
、「
如
何
に
お
客
様
を
飽
き
さ

せ
な
い
か
」
が
、
最
も
苦
労
す
る
と

こ
ろ
だ
と
、
彼
女
は
言
う
。

　

道
中
、
矢
継
ぎ
早
に
繰
り
出
さ
れ

る
彼
女
の
話
に
、
飽
き
る
事
な
く
鶴

御
崎
灯
台
に
到
着
し
た
。
現
地
で
も
、

周
り
か
ら
の
質
問
に
、
次
々
に
答
え

な
が
ら
、
更
な
る
説
明
を
付
け
加
え

て
い
く
。
彼
女
が
鶴
見
町
の
宝
で
あ

り
、
鶴
御
崎
観
光
の
魅
力
あ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
事
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
、

南
大
隅
町
の
観
光
産
業
の
一
翼
を
担

う
事
を
確
信
で
き
た
調
査
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
の
日
訪
れ
た
飫
肥
は
、
今
日
の
観
光
の
在

る
べ
き
姿
を
い
ち
早
く
実
現
し
た
観
光
地
で
あ

る
。
域
外
の
資
本
・
誘
致
企
業
に
頼
っ
た
、
大

規
模
観
光
開
発
に
よ
る
、
地
域
振
興
を
行
わ
ず
、

地
域
が
自
立
的
に
観
光
・
地
域
振
興
を
目
指
そ

う
と
す
る
「
観
光
に
よ
る
町
づ
く
り
」
を
行
っ
て

い
る
。

　

飫
肥
城
下
町
保
存
会
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
や
施
設
の
管
理
・
運
営
を
担
い
、
町
ぐ
る
み

で
観
光
客
を
も
て
な
す
体
制
が
出
来
て
い
る
。

　
と
も
す
る
と
、
観
光
に
地
域
へ
の
経
済
効
果
の

み
を
期
待
し
、
大
規
模
集
客
施
設
の
整
備
の
み

が
観
光
振
興
の
様
に
考
え
が
ち
で
あ
る
。
地
域

の
恵
み
・
持
ち
味
を
活
か
し
た
観
光
を
地
域
社

会
と
共
に
作
り
上
げ
る
事
に
よ
り
、
そ
こ
に
住

む
住
民
が
元
気
で
生
き
甲
斐
を
持
ち
、
持
続
可

能
な
地
域
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
観
光
資
源
を

う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
地
域
を
再
生
し
て
い
く

事
も
、
今
後
自
治
体
に
課
さ
れ
た
使
命
で
あ
る
。

飫
肥
の
町
で
は

「
新
し
い
観
光
の

在
り
方
」
を
見

る
事
が
で
き
ま

し
た
。

日南市飫肥にて

九州最東端　鶴御崎にて
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掲載順 質問事項 質問議員

１
・緊急通報サポート事業について
・婚活事業と結婚祝い金制度について
・2020 年開催の東京オリンピックについて

川　原　拓　郎

２ ・鳥獣による農作物被害対策について
・広域連携による海上交通の促進について 松　元　勇　治

３ ・農業振興について
・河川改修について 大久保　孝　司

４ ・乗合タクシー事業について
・地域再生事業について 水　谷　俊　一

４名の議員が町長に

町政を問う!!
一般質問（12月会議）
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【
川
原
】
利
用
希
望
者
へ
の
対

応
と
利
用
拡
大
を
図
る
為
の
制

度
改
正
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
こ
の
事
業
は
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
虚
弱
高
齢
者
に
対

し
、
ご
本
人
の
申
請
に
基
づ
き

地
域
ケ
ア
会
議
で
協
議
し
、
緊

急
通
報
装
置
を
無
償
で
貸
与
し

て
い
る
事
業
で
す
。
こ
の
事
業

は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
一
般
高

齢
者
に
対
し
て
も
有
益
だ
と
判

断
し
て
お
り
、
費
用
の
一
部
負

担
等
検
討
し
て
利
用
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

【
川
原
】
税
金
等
の
滞
納
が
あ

る
方
は
、
設
置
要
件
を
満
た
さ

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

【
介
護
福
祉
課
長
】
そ
う
い
っ

た
事
も
採
択
基
準
の
一
部
に
入

る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の

事
業
の
有
効
性
を
鑑
み
ま
す

と
、
広
く
活
用
す
べ
き
と
の
協

議
も
さ
れ
て
お
り
、
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
川
原
】
こ
の
事
業
の
利
用
者

は
、
わ
ず
か
25
名
で
す
。
私
も
、

対
象
と
な
る
方
に
こ
の
事
業
を

紹
介
し
て
喜
ん
で
頂
い
た
と
い

う
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
形
で
普
及
促
進
を
行
っ
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
介
護
福
祉
課
長
】
随
時
、
案

内
は
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

独
居
の
一
般
高
齢
者
で
も
使
用

料
を
払
っ
て
利
用
し
た
い
と
考

え
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
を
含
め

て
、
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

【
川
原
】
こ
の
事
業
の
対
象
者

と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
説
明

は
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
で
す

か
。

川原拓郎  議員

緊
急
通
報
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
問
う

婚
活
事
業
と

結
婚
祝
い
金
制
度
に
つ
い
て
問
う

【
介
護
福
祉
課
長
】
は
い
。
こ

の
事
業
は
、
申
請
書
に
本
人
と

支
援
者
２
名
の
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い

て
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
川
原
】
実
際
、
私
が
紹
介
し

て
こ
の
装
置
を
設
置
さ
れ
た
方

は
、
対
象
者
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
の
様
な
事
業
が
あ
る
事
を
ご

存
じ
な
か
っ
た
の
で
す
。
先
ほ

ど
町
長
も
こ
の
事
業
は
非
常
に

有
益
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
事

業
の
普
及
拡
大
を
図
っ
て
頂
き

た
い
と
強
く
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　【
町
長
】
こ
の
事
業
の
有
益
性

を
含
め
広
く
広
報
し
て
参
り
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
段
階

的
に
負
担
を
頂
き
な
が
ら
、
今

ま
で
よ
り
枠
を
広
げ
普
及
拡
大

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

【
川
原
】
高
齢
化
が
進
み
、
福

祉
を
推
進
す
る
町
と
し
て
は
、

是
非
と
も
使
用
料
の
半
分
或
い

は
、
３
分
の
２
を
補
助
し
て
で

も
、
こ
の
事
業
を
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

【
川
原
】
婚
活
事
業
の
推
進
と

定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
結
婚

祝
い
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
婚
活
事
業
は
、
若
い

世
代
を
対
象
に
、
広
域
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
取
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
、
婚
活
事
業
の
推
進

12:00急病 在宅
確認

ご利用者様

連絡・相談

必要に応じて出動要請

出動

必要に応じて確認依頼
ご近所さま登録・駆けつけ員

確認

あんしんセンター
消防署
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と
併
せ
て
、
結
婚
祝
い
金
制
度

の
創
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、
効

率
的
な
定
住
促
進
を
図
る
為
に

積
極
的
な
取
り
組
み
を
図
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
川
原
】
本
庁
に
お
い
て
婚
活

は
、
魁
と
い
う
団
体
が
中
心
に

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
異

業
種
で
集
ま
る
と
な
か
な
か
意

思
疎
通
が
、
で
き
に
く
い
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま

す
。
今
後
、
農
業
後
継
者
・
漁

業
後
継
者
・
商
工
業
後
継
者
と

別
々
に
行
う
事
は
出
来
な
い
か

伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
現
在
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
は
大
隅
地
区
５
町

で
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
本
町
で
も
魁
と
い

う
団
体
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
状
況
で
す
。

　

11
月
28
日
に
「
ホ
ー
ル
イ
ン
・

ラ
ブ
」
と
題
し
て
１
泊
２
日
で

開
催
し
、
男
６
名
、
女
７
名
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

そ
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
事

な
ど
話
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
川
原
】
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
掛
け
る
為
に
は
、
今
し
っ
か

り
と
対
策
を
と
ら
な
い
と
大
変

な
事
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
た
に
結
婚
祝
い
金

制
度
を
創
設
し
て
頂
き
た
い
。

た
と
え
ば
、
町
外
か
ら
お
嫁
に

来
ら
れ
た
場
合
な
ど
は
、
町
内

同
士
の
結
婚
よ
り
多
く
の
祝
い

金
を
差
し
上
げ
る
等
、
結
婚
補

助
金
と
い
う
よ
う
な
形
で
支
援

を
行
う
と
魅
力
的
な
事
業
と
な

る
の
で
は
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
町
内
の
方
々
の
結
婚

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
事
が
第

一
の
前
提
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
加
え
て
、
本
町
の
人
口
を

増
や
す
た
め
に
は
町
外
か
ら
の

方
々
が
流
入
し
そ
こ
で
出
産
・

育
児
を
し
て
頂
く
事
が
理
想
的

だ
と
考
え
ま
す
。
結
婚
・
出
産
・

育
児
と
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

【
川
原
】
広
く
意
見
を
求
め
な

が
ら
、
ぜ
ひ
推
進
し
て
頂
く
よ

う
求
め
ま
す
。

【
川
原
】
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
お
け
る
佐
多
岬
を
含
む
聖
火

リ
レ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

【
町
長
】
聖
火
リ
レ
ー
コ
ー
ス

の
選
定
に
つ
い
て
、
事
前
に
情

報
収
集
に
努
め
、
本
町
に
お
い

て
も
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
が

設
定
さ
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関

に
働
き
か
け
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

町
民
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
取
組
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

【
川
原
】
最
初
に
こ
の
質
問
の

通
告
文
を
目
に
し
た
時
の
率
直

な
町
長
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

【
町
長
】
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
て
頂
い
た
と
思
い
ま

し
た
。
今
後
、
佐
多
岬
開
発
が

進
ん
で
い
く
中
で
、
日
本
中
、

世
界
中
に
情
報
発
信
す
る
と
い

う
意
味
で
は
早
速
取
組
む
べ
き

素
晴
ら
し
い
企
画
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
川
原
】
聖
火
リ
レ
ー
が
佐
多

岬
か
ら
錦
江
湾
沿
い
に
垂
水
を

通
っ
て
鹿
児
島
へ
行
く
コ
ー
ス

が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
も
の
す
ご

い
わ
く
わ
く
感
や
感
動
を
感
じ

る
事
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
関
係
す
る
市
町
が

機
運
を
高
め
て
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し

な
が
ら
、
是
が
非
で
も
実
現
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

町
長
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
早
速
、
関
係
機
関
に

対
し
て
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
は

も
と
よ
り
大
隅
を
挙
げ
て
聖
火

リ
レ
ー
を
誘
致
し
よ
う
と
い
う

機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

２
０
２
０
年
開
催
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
問
う

　　　　　　　　TEL.080-7989-5914　E-mail：minamisakigake@gmail.com
主催／南大隅魁

さきがけ

（南大隅町商工会青年部・はえんかぜ・南大隅町青年団）
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裏面の申込用紙に必要事項をご記入の上，郵送か FAX
してください。

南大隅魁
さきがけ

（みなみおおすみさきがけ）

南大隅の海の幸が盛りだくさん♡

☆垂水港，リナシティかのやから無料送迎車運行‼
根占保健センター集合 お寿司づくり体験 食事・フリータイム カップリング→ → →

携帯電話からも
詳しい情報が
ご覧になれます。

2016年2月21日（日）
10:00〜16:00

婚 活
イベント

in 南大隅

司会
竹之内  雄太

カップル成立組には
すてきなプレゼント

があります !
女性参加者には、

お土産つき !

※写真は
　イメージです。

※写真は
　イメージです。

伊勢海老汁つき♪



10みんなの議会　第 43号

【
松
元
】
年
々
減
る
事
の
な
い

農
作
物
被
害
に
つ
い
て
現
状
を

ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

【
町
長
】
本
町
の
鳥
獣
被
害
は
、

主
に
「
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・
ヒ

ヨ
ド
リ
」
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

平
成
26
年
度
の
被
害
額
は
、
総

額
約
４
千
百
万
円
で
、
こ
の

内
ヒ
ヨ
ド
リ
に
よ
る
も
の
が

２
千
８
百
万
円
と
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ

ル
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
も

年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
要

因
と
し
て
は
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
及
び
離
農
に
よ
る
耕
作
放

棄
地
が
広
が
り
、
害
獣
の
活
動

エ
リ
ア
が
広
が
る
と
い
っ
た
悪

循
環
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

【
松
元
】
大
隅
地
域
振
興
局
管

内
に
お
け
る
鳥
獣
被
害
は
南
大

隅
町
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
志
布
志
市
の

被
害
額
が
こ
の
１
・
２
年
激
減

し
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
な

る
も
の
を
確
認
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
志
布
志
市
の
捕

獲
頭
数
は
大
幅
に
増
加
し
被
害

額
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
猟
友
会
に
対
し

被
害
が
発
生
す
る
前
に
指
示
書

を
出
し
て
い
る
事
、
併
せ
て
猟

友
会
の
方
々
が
一
生
懸
命
駆
除

に
あ
た
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と

の
事
で
す
。

【
松
元
】
防
護
柵
を
設
置
し
て

も
、
他
へ
行
く
だ
け
、
や
は
り

個
体
数
を
減
ら
す
こ
と
が
効
果

的
だ
と
考
え
ま
す
。

松元勇治  議員

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
松
元
】
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
等

人
里
周
辺
に
捕
獲
用
ワ
ナ
の
設

置
を
増
設
す
る
管
理
組
織
を
作

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
被
害
対
策
と
し
て
、

「
追
い
払
い
」「
侵
入
防
止
」「
捕

獲
」
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
総
合
的
な
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
管
理
組
織
に
つ

き
ま
し
て
は
、
集
落
・
地
区
等

の
協
力
が
頂
け
れ
ば
地
域
一
体

と
な
っ
た
取
組
が
可
能
に
な
り

効
果
も
期
待
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
今
後
、
先
進
事
例
等
を
調

査
の
上
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

【
松
元
】
先
進
地
と
い
え
ば
、

福
岡
県
の
糸
島
市
が
イ
ノ
シ
シ

を
処
理
加
工
し
、
そ
の
肉
を
道

の
駅
で
販
売
す
る
こ
と
に
よ

り
、
捕
獲
頭
数
を
増
や
す
と
い

う
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
平
成
25
年
度
に
は

農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
糸

島
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を

中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
南

大
隅
町
で
も
対
策
を
講
じ
る
協

議
会
は
開
催
し
て
い
ま
す
か
。

【
経
済
課
長
】
被
害
対
策
を
講

じ
る
様
な
協
議
会
は
あ
り
ま
せ

ん
。

【
松
元
】
わ
が
町
で
も
、
高
齢

化
に
よ
る
猟
友
会
の
会
員
不
足

や
捕
っ
た
イ
ノ
シ
シ
の
肉
が
売

れ
な
い
等
色
々
な
問
題
も
あ
る

と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
も
対
策
協
議

会
を
設
置
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
協
議
会
を
ど
の
様
に

活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
松
元
】
鳥
獣
被
害
の
対
策
を

議
論
し
、
諸
問
題
を
解
決
し
て

い
く
為
の
協
議
会
の
設
立
を
強

く
求
め
ま
す
。

【
松
元
】
野
鳥
（
害
鳥
）
の
対

策
は
、
ど
の
様
に
考
え
ら
れ
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
ヒ
ヨ
ド
リ
被
害
の
対

策
と
し
て
は
、
捕
獲
に
加
え
、

ミ
シ
ン
糸
を
樹
木
に
張
り
め
ぐ

ら
す
防
止
方
法
を
試
験
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る

一
定
の
効
果
を
確
認
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
は
、
捕
獲
強
化

と
、
よ
り
効
果
的
な
食
害
対
策

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

【
松
元
】
試
験
的
に
実
施
さ
れ

た
対
策
に
効
果
が
見
ら
れ
る
の

な
ら
、
個
別
で
は
な
く
、
地
域

全
体
の
取
組
と
し
て
助
成
し
な

が
ら
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
ま
す
。
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【
松
元
】
山
川
根
占
航
路
の
利

用
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

【
町
長
】
山
川
根
占
航
路
は
、

現
在
フ
ェ
リ
ー
な
ん
き
ゅ
う
が

運
行
し
て
お
り
、
運
行
開
始
以

来
利
用
乗
客
約
27
万
８
千
人
、

車
両
約
10
万
２
千
台
を
運
び
、

運
行
率
は
、
91
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
佐
多
岬
の
整

備
に
併
せ
て
、
確
実
な
航
路
の

維
持
・
発
展
に
努
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
指
摘
さ
れ
た
と

お
り
町
内
全
域
で
実
施
し
な
い

と
他
が
余
分
な
被
害
を
受
け
る

事
に
な
り
ま
す
の
で
、
地
域
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
果
樹
農
家
に
対
し

て
は
、
ミ
シ
ン
糸
の
他
に
平
張

り
ハ
ウ
ス
等
も
併
せ
て
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

【
松
元
】
生
産
者
は
、
１
年
間

手
塩
に
か
け
た
農
作
物
が
鳥
獣

被
害
に
遭
う
と
収
入
源
を
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
家
が
安
定
し
た
収
入
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
十
分
検
討
し
て
頂

き
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
て
頂

く
事
を
求
め
ま
す
。

け
れ
ば
利
用
す
る
の
だ
が
と
い

う
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
是
非
、

結
果
の
出
る
対
策
を
実
施
し
て

頂
き
た
い
。

【
松
元
】
今
後
の
観
光
を
考
え

る
と
き
、
人
・
物
流
を
活
性
化

さ
せ
る
為
、
フ
ェ
リ
ー
の
２
隻

体
制
は
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
今
後
、
積
み
残
す
状

況
が
想
定
さ
れ
、
薩
摩
半
島
と

大
隅
半
島
と
の
交
流
、
佐
多
岬

整
備
に
伴
う
大
隅
地
域
の
観
光

振
興
や
物
流
・
地
域
の
活
性
化

を
図
る
為
、
現
在
の
利
用
状
況
、

運
行
管
理
、
フ
ェ
リ
ー
の
大
型

化
や
２
隻
体
制
に
よ
る
増
便
運

行
な
ど
、
効
率
的
な
運
行
体
制

の
整
備
確
立
に
つ
い
て
、
調
査

検
討
を
図
り
航
路
の
維
持
・
発

展
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
松
元
】
今
の
ま
ま
で
は
、
乗

船
で
き
な
い
リ
ス
ク
を
避
け
、

最
初
か
ら
ほ
か
の
ル
ー
ト
で
鹿

児
島
へ
帰
る
方
法
を
選
ん
で
し

ま
う
。
ま
た
、
船
が
ド
ッ
ク
中

の
１
か
月
間
は
運
行
で
き
な

い
。
２
隻
体
制
に
す
る
事
で
こ

の
よ
う
な
問
題
は
解
決
し
、
利

用
客
の
増
加
に
繋
が
る
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
フ
ェ
リ
ー

の
話
は
私
個
人
の
考
え
で
は
な

く
、
多
く
の
方
々
の
民
意
で
あ

り
ま
す
。
良
い
成
果
が
得
ら
れ

る
事
を
望
み
ま
す
。

【
松
元
】
新
規
航
路
の
可
能
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
新
た
な
航
路
と
し
て

は
、
鹿
児
島
市
と
根
占
港
を
結

ぶ
航
路
や
、
大
泊
港
か
ら
種
子

島
・
屋
久
島
へ
の
離
島
航
路
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
佐

多
岬
を
核
と
し
た
観
光
振
興
を

図
る
為
に
は
、
屋
久
島
国
立
公

園
と
の
連
携
な
ど
、
離
島
航
路

整
備
に
よ
る
様
々
な
観
光
ル
ー

ト
の
開
発
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
関
係
機
関
を
含
め
調
査
検

討
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
松
元
】
南
大
隅
町
が
鹿
児
島

市
、指
宿
市
、離
島
等
と
繋
が
っ

て
、
人
・
物
の
交
流
が
出
来
た

ら
と
思
い
ま
す
。
平
成
30
年
の

観
光
客
数
32
万
人
を
達
成
す
る

為
に
も
、
最
重
要
課
題
と
し
て

取
組
ん
で
頂
き
た
い
。
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
大
泊
・
種
子
島
の
航

路
に
は
、
以
前
か
ら
、
非
常
に

興
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
南

大
隅
町
が
行
止
り
で
は
な
く
、

入
り
口
に
な
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
今
年
度
実
施
し
ま

し
た
指
宿
・
根
占
間
の
海
上
タ

ク
シ
ー
の
実
証
運
行
が
功
を
奏

し
て
お
る
状
況
、
来
期
は
実
証

運
行
を
や
っ
て
み
た
い
と
考
え

ま
す
。

【
松
元
】
私
は
、「
大
隅
百
年
」

と
い
う
本
の
中
で
「
未
来
を
拓

く
」
と
題
し
て
、
大
隅
縦
貫
道

の
早
期
開
通
と
、
大
泊
・
種
子

島
航
路
の
実
現
が
南
大
隅
・
大

隅
半
島
を
活
性
化
さ
せ
る
と
書

い
て
い
ま
す
。
こ
の
航
路
の
実

現
に
向
け
て
努
力
し
て
頂
き
た

い
。

【
松
元
】
先
日
、
乗
船
し
た
際

の
利
用
者
は
車
１
台
に
乗
客
３

名
で
し
た
。
時
間
帯
に
も
よ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
利
用
拡
大

の
対
策
を
ど
の
様
に
考
え
る
か

伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
今
後
、
広

域
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
中
で
佐

多
岬
へ
呼
込
む
ツ
ア
ー
を
増
や

し
、
大
隅
半
島
か
ら
薩
摩
半
島

へ
の
人
の
流
れ
を
作
る
こ
と
等

を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

【
松
元
】
利
用
客
が
少
な
い
原

因
の
一
つ
に
運
賃
の
高
さ
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
も
う
少
し
安

広
域
連
携
に
よ
る
海
上
交
通
の

促
進
に
つ
い
て
問
う
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基
づ
き
な
が
ら
、
今
後
の
農
業

振
興
策
に
活
か
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
。

【
経
済
課
長
】
今
後
、
検
討
し

た
上
、
活
か
せ
る
と
こ
ろ
は
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】
今
回
の
デ
ー
タ
を

示
し
な
が
ら
会
議
の
開
催
や
事

業
の
企
画
を
実
施
さ
れ
る
事
を

求
め
ま
す
。

【
大
久
保
】
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者

を
就
農
へ
導
く
た
め
研
修
制
度

を
提
案
し
た
が
、
今
後
、
ど
の

様
な
施
策
で
農
業
就
業
者
数
を

増
加
さ
せ
る
考
え
か
伺
い
ま

す
。

【
大
久
保
】
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
よ
り
本
町
の
農
業
就
業
人

口
・
平
均
年
齢
・
耕
作
放
棄
地

の
増
減
は
、
前
回
と
比
較
し
て

ど
の
様
に
変
動
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
地
域
農
業
の
担
い
手
で

あ
る
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
ど

の
様
に
変
動
し
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

【
町
長
】
本
町
に
お
け
る

２
０
１
５
年
の
農
業
就
業
人

口
は
、
７
３
５
人
、
平
均
年

齢
は
66
・
４
歳
、
耕
作
放
棄

地
は
41

ha
で
、
前
回
と
の
比
較

は
、
人
口
が
２
８
６
人
の
28
％

の
減
、
平
均
年
齢
は
変
わ
ら

ず
、
耕
作
放
棄
地
は
約
３



ha
の

６
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
基
幹
的
農
業
従
事

者
数
は
、
７
１
２
人
で
前
回
よ

り
２
１
４
人
23
・
１
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
大
久
保
】
年
代
別
の
、
基
幹

的
農
業
従
事
者
数
が
解
っ
て
い

れ
ば
、
伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
65
歳
以
上
が

４
４
０
人
の
61
・
８
％
で
前
回

比
25
・
３
％
の
減
、
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
が
２
３
６
人
の
33
・

１
％
で
前
回
比
20
％
の
減
、
20

歳
か
ら
39
歳
ま
で
は
、
36
人
で

わ
ず
か
５
％
と
な
り
ま
す
。

【
大
久
保
】
今
回
の
デ
ー
タ
で

本
町
の
農
業
に
と
っ
て
の
最
重

要
課
題
は
何
だ
と
考
え
る
か
伺

い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
基
幹
的
農
業
従

事
者
数
の
減
少
に
あ
る
と
考
え

ま
す
。
中
で
も
若
い
従
事
者
数

が
少
な
く
、
後
継
者
対
策
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】
今
回
の
デ
ー
タ
に

大久保孝司  議員

農
業
振
興
に
つ
い
て
問
う

【
町
長
】
新
規
就
農
者
対
策
と

し
て
、
研
修
制
度
は
効
果
的
だ

と
考
え
ま
す
の
で
認
定
農
業
者

協
議
会
等
と
協
議
し
な
が
ら
受

入
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
南
大
隅
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
掲
げ
る
５
事
業
の
実
施
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

【
大
久
保
】
そ
れ
で
は
、
そ
の

中
か
ら
、「
農
林
業
者
就
業
促

進
事
業
」「
新
規
就
農
者
研
修

制
度
」「
新
規
就
農
者
研
修
施

設
整
備
事
業
」
の
事
業
内
容
を

伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
ま
ず
「
農
林
業

者
就
業
促
進
事
業
」
は
入
植
者

の
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
生
活
費

を
援
助
す
る
事
業
で
す
。
次

に
、「
新
規
就
農
者
研
修
制
度
」

は
鹿
屋
市
吾
平
町
の
事
業
に
倣

い
認
定
農
業
者
協
議
会
の
農
家

に
就
農
希
望
者
を
受
け
入
れ
て

頂
き
生
活
費
と
受
入
れ
団
体
を

助
成
す
る
事
業
を
検
討
し
て
い

ま
す
。「
新
規
就
農
者
研
修
施

設
整
備
事
業
」
は
、
降
灰
対
策

事
業
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
１

戸
で
は
事
業
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
条
件
を
満
た
す
ま
で
の
間
、

町
で
研
修
施
設
が
出
来
れ
ば
、

そ
こ
で
営
農
出
来
る
の
で
は
と

も
考
え
ま
す
。
あ
と
は
、
青
年

就
農
給
付
金
な
ど
の
国
の
事
業

に
該
当
し
な
い
も
の
を
町
で
助

成
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

【
大
久
保
】
県
内
で
農
業
公
社

を
設
立
し
て
い
る
市
町
村
が
12

あ
り
ま
す
。
で
は
、
本
町
に
お

い
て
公
社
設
立
が
難
し
い
と
思

わ
れ
る
理
由
を
伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
本
格
的
な
調
査

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

は
っ
き
り
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

ま
せ
ん
。

【
大
久
保
】
研
修
制
度
は
新
規

就
農
を
す
る
人
が
特
農
家
で
働

き
な
が
ら
研
修
を
す
る
制
度
と

い
う
事
で
よ
ろ
し
い
か
伺
い
ま

す
。

【
経
済
課
長
】
認
定
農
業
者
協

議
会
を
中
心
に
活
動
し
て
頂
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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河
川
改
修
に
つ
い
て
問
う

【
大
久
保
】
こ
の
研
修
者
制
度

の
具
体
的
な
構
想
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
と
理
解
し
て
宜

し
い
か
伺
い
ま
す
。

【
経
済
課
長
】
今
の
と
こ
ろ
、

具
体
的
な
要
綱
等
は
作
成
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

【
大
久
保
】
今
、
示
さ
れ
た
様

に
農
家
が
受
け
入
れ
る
も
の

と
、
指
導
員
の
い
る
研
修
施
設

を
町
が
作
り
そ
こ
で
受
入
れ
を

行
う
研
修
制
度
も
あ
る
と
思
う

が
、
ど
の
様
に
考
え
る
か
伺
い

ま
す
。

【
経
済
課
長
】
受
入
れ
は
個
人

の
農
家
で
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

【
大
久
保
】
暖
か
い
地
域
で
農

業
を
や
り
た
い
と
い
う
方
々
が

日
本
全
国
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
々

を
一
人
で
も
多
く
呼
び
込
む
為

の
、
農
業
政
策
を
実
施
し
て
頂

く
事
を
求
め
ま
す
。

【
大
久
保
】
雄
川
改
修
工
事
が

当
初
計
画
か
ら
10
年
以
上
の
遅

れ
と
思
う
が
、
県
へ
の
要
請
は

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

28
年
度
以
降
の
計
画
は
明
示
さ

れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
為
、
雄
川
河
川
改

修
事
業
の
早
期
完
成
、
寄
洲
除

去
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
年

県
へ
の
要
請
は
行
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
28
年
度
以
降
の
計
画

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雄
川
橋

上
流
側
２
５
０
ｍ
区
間
の
実
施

計
画
は
出
来
て
い
る
が
、
事
業

費
に
つ
い
て
は
未
定
と
の
事
で

す
。
今
後
も
県
に
対
し
雄
川
改

修
の
早
期
完
了
に
向
け
要
望
し

て
参
り
ま
す
。

【
大
久
保
】
総
延
長
４
，
６
５
０

ｍ
中
何
ｍ
が
完
工
し
て
い
る
の

か
、
進
捗
率
を
伺
い
ま
す
。

【
建
設
課
長
】
平
成
26
年
度
ま

で
で
延
長
２
，
２
０
０
ｍ
が
改

修
さ
れ
て
お
り
、
進
捗
率
は

47
・
３
％
で
す
。

【
大
久
保
】
30
年
か
か
っ
て
47
・

３
％
の
進
捗
率
、
あ
ま
り
に
も

低
い
と
感
じ
ま
す
。
観
光
事
業

に
関
し
て
県
は
、
億
単
位
の

予
算
を
組
ん
で
く
れ
ま
す
が
、

人
命
を
守
る
た
め
の
防
災
に
、

い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
の
予
算

を
組
ん
で
い
る
の
か
、
そ
こ
で
、

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
に
使
わ
れ
た
雄
川
改
修
工

事
の
予
算
額
を
伺
い
ま
す
。

【
建
設
課
長
】
平
成
22
年
度
は
、

２
億
８
百
万
円
、
23
年
度
は
、

１
億
６
千
７
百
万
円
、
24
年
度

は
、
１
億
４
千
２
百
万
円
、
25

年
度
か
ら
は
、
大
幅
に
減
少
し

て
３
千
７
百
万
円
、
26
年
度
は

４
千
万
円
、
27
年
度
は
３
千
万

円
の
予
算
額
で
工
事
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

【
大
久
保
】
町
長
は
こ
の
数
字

を
、
ど
の
様
に
考
え
る
か
伺
い

ま
す
。

【
町
長
】
か
な
り
減
少
し
て
い

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

【
大
久
保
】
以
前
、上
流
側
で
は
、

堤
防
が
決
壊
し
北
之
口
・
西
本
・

浦
・
川
原
の
水
田
が
被
害
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

災
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
一
刻
も

早
い
完
成
が
望
ま
れ
る
中
、
平

成
25
年
度
以
降
の
予
算
の
減
少

は
非
常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

予
算
を
増
額
す
る
為
に
町
長
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
と
考

え
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
上
流
に
行
く
に
従
っ

て
川
幅
が
狭
く
な
り
、
延
長
の

割
に
予
算
が
縮
減
さ
れ
て
い
る

の
で
は
と
考
え
ま
す
。
大
隅
地

域
振
興
局
並
び
に
県
の
部
長
等

へ
も
要
請
は
し
て
お
り
ま
す

が
、
県
も
財
政
状
況
が
厳
し
い

な
か
豪
雨
災
害
等
へ
予
算
が
取

ら
れ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ま

す
。
今
後
も
な
る
べ
く
早
期
に

完
成
さ
せ
て
頂
く
よ
う
要
望
し

て
参
り
ま
す
。

【
大
久
保
】
雄
川
河
川
改
修
工

事
が
い
つ
頃
ま
で
に
完
成
す
る

と
県
は
示
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

【
建
設
課
長
】
河
川
改
修
工
事

の
完
了
時
期
は
特
に
定
め
な
い

と
の
県
か
ら
の
回
答
で
し
た
。

【
大
久
保
】
優
先
順
位
は
上
位

の
方
だ
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
、

１
億
円
を
超
え
て
い
た
予
算

が
、
４
千
万
、３
千
万
と
減
少

し
て
い
る
事
は
、
納
得
が
い
か

な
い
旨
を
大
隅
地
域
振
興
局
等

へ
是
非
と
も
伝
え
て
頂
き
た

い
。
雄
川
河
川
改
修
工
事
が
一

回
の
災
害
も
な
い
中
で
一
年
で

も
早
く
完
成
す
る
事
を
求
め
ま

す
。
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【
町
長
】
お
尋
ね
の
件
は
、
弱
者

を
均
等
に
支
援
す
る
施
策
と
し

て
は
、
い
さ
さ
か
実
効
性
を
案

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
へ
の
接
続
他
、
辺
地
に
お

け
る
支
援
、
要
介
護
者
へ
の
助

成
な
ど
総
合
的
な
改
善
策
と
し

て
検
討
し
ま
す
。

【
水
谷
】「
弱
者
を
救
済
す
る
に

あ
た
り
い
さ
さ
か
実
効
性
が
案

じ
ら
れ
る
」
と
答
弁
さ
れ
た
が
、

そ
の
懸
念
材
料
は
何
で
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

【
介
護
福
祉
課
長
】
重
度
障
害

者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
の

利
用
者
が
非
常
に
少
な
い
点
な

ど
か
ら
、
別
の
形
で
運
転
免
許

証
を
所
持
し
て
な
い
方
々
の
支

援
策
は
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
同
じ
く
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
実
施
し
て
い
る
肝
付
町
・
曽

於
市
で
は
運
賃
は
２
０
０
円
で

す
。
本
町
の
５
０
０
円
は
高
い

と
感
じ
ま
す
。
平
成
26
年
度
の

平
均
乗
車
人
数
は
、
１
・
５
人
で

す
。
金
額
を
下
げ
て
乗
車
人
数

が
増
え
れ
ば
、
町
の
支
出
は
今

よ
り
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
や
は
り
、
２
０
０
円
程

度
の
料
金
が
妥
当
だ
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
利
用
状
況

や
近
隣
市
町
の
状
況
を
調
査
し

て
方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
今
年
か
ら
始
め
た
根

占
地
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
を
軌
道
に
乗
せ
る
事

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
水
谷
】
現
行
の
「
重
度
障
害
者

タ
ク
シ
ー
料
金
」
に
、
75
歳
以

上
で
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い

な
い
者
、
そ
れ
に
該
当
し
な
い

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

者
を
加
え
て
、「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」

と
し
て
、
利
用
助
成
を
行
う
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
水
谷
】
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
平
成
23
年
４
月
か
ら

城
内
・
滑
川
及
び
川
北
鬼
丸
地

区
で
事
前
予
約
型
「
乗
合
タ
ク

シ
ー
」
の
運
行
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
利
用
者
は
本
年
４
月
か

ら
10
月
ま
で
で
述
べ
７
３
７
名

で
、
昨
年
同
時
期
に
比
べ
１
１
２

名
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
水
谷
】
本
年
度
よ
り
同
じ
よ

う
な
路
線
で
乗
合
バ
ス
の
運
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。
に
も
関
わ

ら
ず
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用

者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
根
占

地
区
に
於
け
る
こ
の
様
な
状
況
、

併
せ
て
佐
多
地
区
に
於
い
て
タ

ク
シ
ー
の
必
要
性
は
感
じ
て
い

な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
利
用
者
は

確
か
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

同
じ
方
が
数
多
く
利
用
さ
れ
て

い
る
実
態
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

高
齢
者
が
増
え
る
中
、
検
討
は

深
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
佐
多
地
区
に
於
い
て
現

状
で
は
必
要
な
い
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
根
占
地
区
に
お
い
て
、

乗
合
バ
ス
が
運
行
し
て
も
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
が
増
え
て

い
る
事
を
鑑
み
る
と
、
佐
多
地

区
で
も
タ
ク
シ
ー
事
業
は
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

【
水
谷
】
運
賃
（
利
用
者
負
担
分
）

の
引
き
下
げ
を
行
い
、
利
用
促

進
を
図
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

【
町
長
】
利
用
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
公
共
交
通
施
策
の
一
環
と
し

て
の
取
組
と
、
併
せ
て
、
高
齢

者
福
祉
対
策
と
し
て
も
、
今
後
、

長
期
的
に
効
率
的
な
運
行
体
系

を
確
立
す
る
為
、
運
賃
体
系
も

含
め
て
調
査
・
検
討
致
し
ま
す
。

水谷俊一  議員

乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
問
う

【
水
谷
】
宮
田
・
登
尾
地
区
等
の

様
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
が
運
行
で
き
な
い

地
域
の
移
動
困
難
者
を
救
済
す

る
為
に
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
と

い
う
形
な
ら
、
そ
の
様
な
地
域

で
も
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
出
来

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
町
長
】
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー

と
75
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を

持
っ
て
い
な
い
方
を
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
」
と
し
て
く
く
る
の
は
、

違
う
の
か
な
と
考
え
ま
す
。
75

歳
以
上
で
運
転
免
許
証
の
な
い

方
は
、
必
ず
カ
バ
ー
し
て
い
き

ま
す
。

【
水
谷
】
福
祉
に
は
「
介
護
福
祉
」

も
あ
れ
ば
「
高
齢
者
福
祉
」
も

あ
り
ま
す
。
錦
江
町
で
は
、
私

の
話
し
て
き
た
内
容
を
、「
福

祉
タ
ク
シ
ー
事
業
」
と
し
て
、

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐

多
地
区
で
の
運
用
を
考
え
た
時

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
な
ら
既
存
の

タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
利
用
出
来

る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
間
格
差
の
な
い
平
等
な

施
策
を
、
是
非
と
も
実
施
し
て

頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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【
水
谷
】
過
疎
・
高
齢
化
の
流
れ

を
止
め
る
為
に
は
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
等
の
移
住
を
促
進
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

移
住
支
援
策
を
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
今
後
の
移
住
・
定
住

の
支
援
策
と
し
て
は
、
移
住
環

境
整
備
の
為
、
定
住
促
進
住
宅

取
得
資
金
補
助
事
業
の
見
直
し

や
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
、
各

種
子
育
て
支
援
策
の
充
実
、
移

住
・
定
住
に
関
す
る
広
報
Ｐ
Ｒ

活
動
の
推
進
な
ど
、
移
住
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

【
水
谷
】
様
々
な
支
援
策
を
講
じ

て
も
、
如
何
に
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
発
信
す
る
か
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

　

情
報
発
信
の
あ
り
方
を
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
移
住
・
定
住
に
関
し
て

は
、
役
場
内
の
窓
口
を
一
本
化

し
、
雇
用
や
子
育
て
を
含
め
た

説
明
が
出
来
る
様
な
体
制
作
り

を
来
年
度
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
鹿
児
島
県
が

大
都
市
圏
で
計
画
し
て
い
る
移

住
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
広
報
活

動
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
庁
舎
内
で
の
窓
口
の
一

本
化
は
重
要
な
事
だ
と
考
え
ま

す
。
是
非
実
現
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
水
谷
】
移
住
を
促
進
し
て
い
く

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
、
こ
の
事
業
を

ど
の
様
に
活
用
し
て
い
く
考
え

か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
本
町
に
於
い
て
、
現
在

２
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
地
域

の
活
性
化
を
図
る
為
に
も
、
彼

ら
を
有
効
に
活
用
す
る
事
が
、

移
住
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

農
林
業
の
新
規
就
農
や
観
光
振

興
業
務
な
ど
、
具
体
的
な
人
材

の
活
用
を
求
め
、
地
域
活
性
化

が
図
れ
る
様
に
、
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

【
水
谷
】
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
彼
ら

の
受
け
入
れ
先
と
な
る
企
業
・

団
体
の
確
保
が
最
も
重
要
と
な

り
ま
す
が
、
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か
伺
い
ま
す
。

【
町
長
】
地
方
に
は
仕
事
が
な

い
と
い
う
潜
在
意
識
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
企
業
に
問
い
合

わ
せ
る
と
、
ど
こ
も
人
手
不
足

の
状
況
に
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

【
企
画
観
光
課
長
】
民
間
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
等
を
活
用
し
て
実
施
し

て
い
る
自
治
体
が
全
国
に
は
あ

り
ま
す
。
今
後
、
様
々
な
調
査

を
行
い
な
が
ら
見
極
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

こ
の
町
で
３
年
間
働
き
な
が
ら

学
び
、
こ
の
町
で
自
分
は
何
が

出
来
る
か
を
見
つ
け
、
起
業
し
、

定
住
す
る
。
こ
う
い
っ
た
一
連

の
流
れ
を
支
援
す
る
体
制
を
作

る
事
が
移
住
支
援
の
為
に
は
最

も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

【
水
谷
】
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の

雇
用
・
起
業
支
援
策
を
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

雇
用
起
業
支
援
を
含
め
、
積
極

的
な
取
組
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
青
年
就
農
給
付
金
事
業
、

若
い
農
業
者
入
植
者
促
進
事

業
、
産
業
振
興
支
援
事
業
、
商

工
業
者
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

事
業
等
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

加
え
て
、
商
工
業
振
興
に
宿
泊

施
設
や
空
き
店
舗
な
ど
商
工
業

施
設
等
整
備
に
係
る
支
援
制
度

の
創
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
水
谷
】
移
住
希
望
者
に
南
大

隅
町
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
に

は
、
他
と
違
う
魅
力
が
無
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
移
住

者
の
起
業
支
援
の
た
め
の
基
金

を
設
立
し
て
頂
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
そ
れ
に
は
町
に
よ
る
審

査
も
必
要
に
な
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

【
町
長
】
本
町
へ
の
移
住
を
推
進

す
る
中
で
基
本
と
な
る
の
が
１

次
産
業
の
拡
充
で
す
。
そ
の
中

か
ら
６
次
産
業
が
生
ま
れ
る
事

が
好
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
そ

の
中
で
目
玉
と
な
る
も
の
は
、

観
光
産
業
だ
と
考
え
ま
す
。
支

援
の
為
の
基
金
は
「
ふ
る
さ
と

お
こ
し
基
金
」
を
使
用
し
、
そ

の
審
査
は
役
場
だ
け
で
は
な
く
、

金
融
機
関
な
ど
の
民
間
の
力
も

借
り
て
実
施
す
る
事
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

【
水
谷
】
国
が
地
方
を
創
生
す

る
地
方
創
生
で
は
な
く
、
我
々
、

自
ら
地
域
を
再
生
し
て
い
く
と

い
う
考
え
の
も
と
、
今
後
、
５

年
で
も
、
10
年
で
も
地
域
再
生

事
業
に
取
組
む
べ
き
だ
と
、
考

え
ま
す
。

地
域
再
生
事
業
に
つ
い
て
問
う
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議会を傍聴してみませんか !

【
お
知
ら
せ
】

　

３
月
会
議
は
、
本
庁
議
会

議
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一

般
質
問
等
、「
議
会
だ
よ
り
」

で
は
見
え
な
い
議
会
が
、
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
発
行
責
任
者
】

　
　

議
長　

大
村　

明
雄

【
広
報
編
集
委
員
会
】

委

員

長　

水
谷　

俊
一

副
委
員
長　

川
原　

拓
郎

委　
　

員　

持
留　

秋
男

委　
　

員　

大
久
保　

孝
司

委　
　

員　

浪
瀬　

敦
郎

委　
　

員　

井
之
上　

一
弘

　　

表
紙
は
、
一
月
十
日
滑
川
校
区

で
開
催
さ
れ
た
「
横
ビ
ュ
ー
高
原

鬼
火
た
き
」
の
写
真
で
す
。
毎
年

こ
の
時
期
「
無
病
息
災
」
と
「
五

穀
豊
穣
」
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
鹿
父
神
社
の
宮
司
に
よ

る
神
事
の
後
、
積
み
上
げ
ら
れ
た

竹
に
火
が
つ
け
ら
れ
る
と
、「
パ

チ
パ
チ
・
ボ
ン
ボ
ン
」
と
竹
の
は

じ
け
る
音
と
炎
の
共
演
を
体
感
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
豚
汁
に
猪

肉
・
焼
酎
ま
で
頂
き
、
体
も
心
も

温
ま
り
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
、

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
く
こ

と
が
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
継

承
し
て
い
く
た
め
に
は
欠
か
せ
な

い
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
は
、
町
内
各
地
の
催
事
に
、
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
、
癒
さ
れ

る
何
か
が
、
必
ず
そ
こ
に
は
、
あ

る
は
ず
で
す
。

　

議
会
に
対
す
る
ご
意
見
や
「
み

ん
な
の
議
会
」
を
読
ま
れ
た
ご
感

想
な
ど
を
、
お
寄
せ
下
さ
い
。

水
谷　

俊
一

農作物に甚大な被害！
　1 月 24 日未明から降り始めた雪が 25 日にかけ降り続き、農作物を直撃しました。バレイショ・キ
ヌサヤエンドウ・スナップエンドウ・ビワ等を中心に甚大な被害が出ています。被害内容は下記のとお
りです。議会としましては、町内の被害調査を実施しながら、併せて被害復旧や支援を図るため、関係
機関への要望活動を進めています。

《	積雪による低温が原因	》

被害を受けたバレイショ畑 現地調査状況

農作物名 被害面積 被害率 被害額 被害状況
バレイショ 104ha 60％ 166,920,000 茎葉の損傷
キヌサヤエンドウ 7ha 50％ 28,560,000 花・さやの損傷
スナップエンドウ 20ha 50％ 66,220,000 花・さやの損傷
びわ 1.5ha 10％ 565,000 果実の損傷


